
平成 29年度 各種調査結果等を活用した学力保障の取組事例 
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【今年度の目標】 

・「読むこと」領域の正答率を６０％程度まで上げる。 

・算数の技能、「数と計算」領域の正答率を平均８０％台に保持する。 

・「量と測定」領域の正答率を７０％まで上げる。 

・社会、算数、理科について、「知識・理解」の正答率平均７０％まであげる。そのため「体験・観察～法則性

の確認～学習用語とのリンク」を意識して指導するようにする。 

・新６年生全国学調国語 Bの「書くこと」の無解答率を３０％以下に抑える。 

【組織的な対応を図る上で工夫した点】 

 Ⅰ 学力向上計画 

Ⅱ 各種調査結果の活用 

 Ⅲ 小中連携 

 Ⅳ 授業力向上 

 

【具体的な取組】 

Ⅰ 学力向上計画 

  「学習指導」「小中連携」「学習環境の整備」を学力保障の柱とし、以下の内容について、校長の方針を受け

て各主任・担当による計画（Ｐ）、全職員による実践（Ｄ）、学期ごとの評価（Ｃ）、次の課題設定（Ａ）とい

ったＰＤＣＡサイクルによる取組を進めている。 

１ 学習指導 

（１） 主題研究から 海洋教育・総合的な学習の時間における「問題解決的な学習」を生かす 

（２） 訪問指導から 指導主事の招聘 

（３） 実態把握の仕方 指導主事を招聘し「諸調査の活用」と学習指導を学ぶ 

２ 小中連携 

（１） 授業参観と研究会で「子供」を語る 課題改善の進捗状況 各種調査結果を共有 

（２） 懇親会で「教育」を語る 

３ 学習環境の整備 

（１） 全職員の直接指導 朝学習・放課後補充・読み聞かせ・期末補充週間・歯磨き指導 

（２） ノート指導 家庭学習・学習指導との連携 

（３） 豊かな体験活動 「海は友達」「校外学習」への積極的な参加 

（４） 発表の場の設定 諸行事の「練習ではなく→1 時間の学習指導と捉え」課題の設定と感想発表 

（５） 読書指導の充実 

 

Ⅱ 各種調査結果の活用 

 １ ＣＡＰＤサイクルの実行 

    【本校の CAPD サイクル】  

 

 

 

「一人でも、進んで、続けて、やりぬく、中野の子」実現のため 

全職員がおのおのの役割を果たし「学力向上」にかかわる 

 

CHECK（分析） 

２～４月各諸調査 

ACTION（構想） 

４月 研究推進 

PLAN（重点設定） 

５月 校内研究会 

DO（実践） 

通年 授業実践 



     ※前項のサイクルを大きなサイクルとし、全国学調・県学調・ＣＲＴテストの結果を受けての小さな

CAPD サイクルも実行していく。 

    【全国学調結果の活用】 

                              

 

 

 

 

    ＜５月の校内研修会＞ 

 

２ 重点指導内容の決定 

 

   

 

 

 

 

 

 

各種諸調査の結果から、今年度は「書くこと」を重点指導内容と決定した。そして、研究部を中心に、

今年度の中野小授業改善案を提案し、意図的に書く活動を授業に取り入れる実践を重ねていくこととした。 

年 取組内容 

低

学

年 

・教師は学習課題の答えとなるキーワードを子供と確かめながら、学習のまとめを板書する。 

・子供は教師の板書を視写する。 

・次時に前時の想起をする際に、ノートを振り返る。 

中

学

年 

・教師は学習課題の答えとなるキーワードを子供と確かめ、キーワードを穴埋め型式にしてま

とめを板書する。 

・子供はキーワードを埋めながらまとめを書く。 

・一人勉強で、ノートのキーワードを基にして復習をする。 

・次時に前時の想起をする際に、ノートを振り返る。 

高

学

年 

・教師は学習課題の答えとなるキーワードを子供と確かめる。 

・子供はキーワードをつなぎ合わせて学習のまとめを自力で書き、発表する。 

・教師は子供のまとめの整合性を確かめながら、まとめを板書する。 

・一人勉強で、ノートのキーワードを基にして復習をする。 

・次時に前時の想起をする際に、ノートを振り返る。 

    新しいことに取り組むのではなく、今まで行ってきた指導を活かしながら「書くこと」を意識した授業

実践を重ねていった。 

 

   ３ 学級経営の充実 

    本校では学力向上の基盤は学級経営の充実と捉えている。そこで、年度当初に「学級経営夢デザイン研

修会」を実施したり、学期末ごとに達成状況や反省を共有する時間を設けたりして、よい実践を常に共有

できるようにしている。 

  

 

国語 78.7％ 

話聞 89.6% 

書く 70.2% 

読む 56.7% 

話聞 66.7％ 67.4％ 64.9％ 

書く 55.3％ 56.1％ 53.4％ 

読む 45.1％ 51.3％ 49.2％ 

国語 正答率 県比 

話聞 64.7％ 104.4％ 

書く 17.6％ 32.7％ 

読む 67.6％ 105.2％ 

伝統 75.5％ 108.7％ 

合計 66.9％ 102.6％ 

全国学調終了後：研究部を中心に自校採点と分析の実施 

５月     ：今年度の全校での指導事項の共通理解 

        まなびフェストの具体的数値目標の決定と保護

者への周知 

８月     ：正式結果から、分析の妥当性と今後の取組の検討 

         今後の取組の共通確認と実践 

正答率    県平均   全国平均 

H28 年度県学調 H28CRTテスト 
H29 全国学調 



Ⅲ 小中連携 

 1 地区 1 小中の特性を活かし、9 年間で中野地区の子供達を育てていくという観点から、積極的に連携を図

った。それぞれの学校の授業参観を適宜設けたり、合同の小中連携研修会を年２回実施した。 

  １ 小中連携研修会        【６月の小中連携研修会】 

・「全国学調」「中 1 新入生テスト」の分析結果の共有 

・学習規律の共通理解 

・家庭学習の在り方と保護者への啓蒙の仕方の共通確認 

・小中共通の重点指導内容（「書くこと」「振り返り」）の確認 

 ・生徒指導に関わる情報共有 

【11 月の小中連携研修会】 

・小中共通の重点指導内容を視点にした授業研究会 

  ・家庭学習における小中共通の取組についての意見交流 

  ・「県学調」の分析結果の共有 

  ・全国学調後の指導についての交流 

  ・「見通し」「学習活動」「振り返り」の深め方の確認 

  ・「書く活動」の位置付けについての交流 

  ２ まなびフェストでの連携 

これまで、学校ごとで作成・配付していたまなびフェストを小中で合わせた。中野小・中での 9 年間の指

導の在り方として、PTA 総会や地区懇談会等で繰り返し説明をし推進を図った。作成にあたっては、発達段

階に応じた家庭学習など、家庭でも見通しをもって取り組めるよう配慮している。 

【小学校】                   【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校                     

３ 「家庭学習強化週間」の共同取組 

中学校のテスト期間に合わせた「家庭学習強化週間」では、「ノーメディアデー」の取組も行っている。

各家庭でテレビを消すなどの学習環境を整えることや家庭でのゲームについてのきまりを確認する機会に

もしている。 

また、保護者に対して共同取組の内容を説明し、取組の様子の記録もお願いした。さらに、家庭学習の際

には「どうしてそう考えた？」「どういうやり方か教えて？」という声がけをするようお願いしている。 

 

最後の項目が保護者（家庭）への働きかけとなっています。小学校から中学校へスムーズな連結がで

きるよう、9 年間の学びを示しています。 



 

 

Ⅳ 授業力向上 

授業力向上のために授業改善の取組を行っている。特に、3 年前から研究を進めている特別の教育課程「海

洋科」を中心に、問題解決学習となる授業構想、「いわての授業づくり３つの視点」にある「学習の見通し、

課題を解決するための学習活動、学習の振り返り」を位置付けた授業実践をしている。 

また、研究会を伴う授業研究会を全担任が行い、指導改善を図っている。さらに定期的に町内指導主事に授

業を参観していただき、個別に指導を受けることで、教師一人一人の授業力向上に努めている。 

 

【成果】 

  ・年度当初に諸調査の結果を全職員で共有したことで、該当学年の課題とすることなく、学校全体の課題と

して、各学年の単元等をチェックし、普段の授業の中で確実な学力の定着を図ることができた。 

  ・朝学習、放課後補充、期末補充を全職員の協力を得ながら行うことで、全職員が学力保障の取組について

共通理解を図ることができた。 

  ・中学校と積極的に連携することで、小中の指導についての共通理解が図られ、義務教育 9 年間で子供を育

てていくという意識が高まった。 

  ・ノーメディアデーの取組など家庭学習の取り組み方を小中で同じように進めたことから、地域に内容が浸

透し、一人一人の家庭学習の量と質を向上させることができた。 

  ・各種調査の実施の意義や結果の分析などを校報で知らせることにより、学力保障について家庭からの積極

的な協力を得ることができた。 

  ・平成 29 年度岩手県学習定着度状況調査の 5 年生国語科においては、全領域で県比を上回った。重点「書

くこと」の領域も県比１１６で着実に向上しており、学力向上に向けた取り組みの成果が現れてきている。 

 

                                     

 

 

 

国語 正答率 県比 

話聞 71.4％ 108.2％ 

書く 53.6％ 116％ 

読む 55.7％ 103.9％ 

伝統 78.6％ 114.1％ 

合計 67.9％ 106.8％ 

国語 正答率 県比 

話聞 64.7％ 104.4％ 

書く 17.6％ 32.7％ 

読む 67.6％ 105.2％ 

伝統 75.5％ 108.7％ 

合計 66.9％ 102.6％ 

子供や保護者からも肯定的な感想が多かった。地域全体で取り組むことにより中学校に兄弟がいない家庭にも浸透した。 

H29 年度県学調 H28 年度県学調 


